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中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
　
の
成
立
に
つ
い
て

目
　
次
は
じ
め
に

『
平
家
物
語
』
　
に
お
け
る
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
の
使
用
状
況

「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
　
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
　
の
用
法
の
類
型
的
把
握

「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
　
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
　
の
用
法
の
出
自

ま
と
め

お
わ
り
に

青
　
　
木

一
　
は
じ
め
に

名
詞
一
語
と
動
詞
二
請
と
が
、
そ
の
名
詞
と
動
詞
と
の
文
法
的
関
係
を
示
す
助
詞
を
介
し
て
結
び
つ
き
、
全
体
と
し
て
あ
る
ま
と
ま
っ
た

意
味
を
表
す
語
連
続
を
、
今
、
「
動
詞
句
」
と
い
う
術
語
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
そ
の
動
詞
句
を
構
成
し
て
い
る
名
詞
や
動
詞
の
結
び
つ
き
方

（1）

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
変
化
す
る
と
い
う
事
例
は
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
国
語
史
研
究
に



お
い
て
は
、
複
数
の
語
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
句
」
と
い
う
も
の
を
独
立
し
た
三
の
単
位
と
し
て
捉
え
、
そ
の

（2）

構
成
要
素
の
変
化
に
注
目
す
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
国
語
の
歴
史
的
変
化
を
捉
え
よ

う
と
す
る
場
合
、
意
味
と
職
能
を
有
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
単
語
を
ま
ず
第
一
に
対
象
に
す
る
こ
と
は
、
最
も
自
然
な
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
際
の
言
語
行
動
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
概
念
に
複
数
の
語
の
ま
と
ま
り
が
対
応
す
る
形
で
表
現
が
な
さ
れ
る
場
合
も
、
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
複
数
の
語
の
結
び
つ
き
か
ら
成
る
「
句
」
と
い
う
も
の
を
、
い
わ
ば
一
つ
の

単
位
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
語
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
「
句
」
と
い
う
単
位
を
適
時
的
な
観
点
か

ら
眺
め
、
そ
こ
に
形
態
上
・
意
味
上
の
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
語
史
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
、
本
稿
で
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
文
献
上
に
用
例
の
認
め
ら
れ
る
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う

動
詞
句
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

〓
　
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
1
メ
二
ア
フ
」

こ
の
「
－
メ
こ
ア
フ
」
と
い
う
動
詞
句
に
つ
い
て
論
ず
る
際
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
、
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
い
う
動
詞

句
の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
動
詞
句
は
、
形
態
上
の
類
似
性
が
存
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ど
ち
ら
も
「
あ
る
境
遇
や
事
態
に
遭
遇
す
る
、

ま
た
は
そ
れ
を
経
験
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
意
味
の
上
で
も
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鎌
倉
時

代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
－
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
の
両
方
が
、
同
∵
文
献
中
に
共
存
し
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
『
平
家
物
語
（
覚
一
本
）
』
に
お
い
て
は
、
「
－
メ
ヲ
ミ
ル
」
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
両
方
の
用
例
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
用
例
数

は
二
〇
例
対
二
〇
例
と
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
括
抗
す
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

A
 
r
l
メ
ヲ
ミ
ル
」
　
（
二
〇
例
）

①
人
々
い
ま
は
か
く
と
て
海
に
し
づ
み
し
有
様
、
先
帝
二
面
殿
の
御
面
影
、
い
か
な
ら
ん
世
ま
で
も
忘
が
た
く
お
ぼ
し
め
す
に
、
露
の

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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御
命
な
に
L
に
今
ま
で
な
が
ら
へ
て
、

か
ゝ
る
う
き
目
を
見
る
ら
ん
と
お
ぼ
し
め
し
つ
ゞ
け
て
、
御
涙
せ
き
あ
へ
さ
せ
給
は
ず
。

（
濯
頂
巻
、
「
女
院
出
家
」
）

B
　
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
　
（
二
〇
例
）

②
小
松
殿
の
卿
は
か
ほ
ら
せ
、
御
骨
に
む
か
ひ
奉
て
泣
々
申
け
る
は
、
「
（
略
）
其
時
貞
能
も
最
後
の
御
供
仕
る
べ
う
候
け
る
物
を
、
か
ひ
な

き
命
を
い
き
て
、

今
は
か
ゝ
る
う
き
日
に
あ
ひ
候
。
死
期
の
時
は
必
ず
一
価
土
へ
む
か
へ
さ
せ
給
へ
」
と
、
泣
々
蓬
に
か
き
く
ど
き
、

（
巻
第
七
、
二
門
都
落
」
）

（

3

）

　

　

　

　

　

　

　

へ

一
方
、
『
平
家
物
語
』
の
伝
本
の
う
ち
、
相
対
的
に
古
態
性
を
維
持
し
て
い
る
と
さ
れ
る
延
慶
本
に
お
い
て
は
、
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
三
三

例
に
対
し
て
、
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
は
五
例
に
過
ぎ
ず
、
「

メ
ヲ
ミ
ル
」
の
六
分
の
一
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
　
（
三
三
例
）

③
目
出
カ
リ
シ
人
ノ
イ
カ
ナ
ル
宿
業
ニ

デ
カ
、
ル
ウ
キ
目
ヲ
見
給
テ
再
ヒ
故
郷
へ
モ
締
り
給
ハ
ス
　
終
二
配
所
こ
テ
失
給
ニ
ケ
ム

（
第
一
末
、
一
〇
六
オ
③
）

B
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
　
（
五
例
）

（
マ
マ
）

④
無
程
大
政
大
臣
ニ
ア
カ
ラ
セ
給
へ
リ
シ
ニ
イ
カ
ナ
ル
先
世
ノ
御
宿
業
ニ

テ
又
カ
＼
ル
ウ
キ
目
二
遇
給
ラ
ム
ト
ソ
申
ケ
ル

（
第
二
本
、
八
九
ウ
⑤
）

こ
の
よ
う
に
覚
一
本
と
延
慶
本
と
の
問
で
用
例
数
に
差
が
生
ず
る
原
因
は
、
何
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
試
み
に
、
延

慶
本
と
覚
一
本
と
に
お
け
る
用
例
の
対
応
箇
所
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
1
）
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
同
一
の
表
現
が
対
応
す
る
場
合

a
、
延
慶
本
∴
第
一
本
共
に
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
（
五
例
）



⑤
母
ノ
仰
ノ
重
ク
シ
テ
参
タ
レ
ハ
ウ
キ
目
ミ

ル
事
ノ
悲
シ
サ
ヨ

⑥
親
の
め
い
を
そ
む
か
じ
と
、
つ
ら
き
み
ち
に
お
も
む
ひ
て
、
二
た
び
う
き
め
見
つ

b
、
延
慶
本
・
覚
一
本
共
に
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
（
一
例
）

（
延
慶
本
、
第
一
本
、
三
八
オ
⑤
）

る
こ
と
の
心
う
き
よ
。
（
覚
一
本
、
巻
第
一
、
「
祇
王
」
）

⑦
山
王
大
師
ノ
神
罰
冥
罰
立
所
二
蒙
テ
時
慰
ヲ
廻
サ
ス
カ
、

ル
冒
ニ
ア
ヘ
リ

⑧
山
王
大
師
の
神
罰
冥
罰
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
か
う
ぶ
（
ツ
）
て
、
か
、
る
日
に
あ

（
2
）
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
異
な
る
表
現
が
対
応
す
る
場
合

C
、
延
慶
本
「
－
メ
ヲ
ミ
ル
」
、
覚
一
本
「
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
（
六
例
）

へ
り
け
り
。

（
延
慶
本
、
第
一
末
、
六
〇
ウ
⑧
）

（
覚
一
本
、
巻
第
二
、
「
西
光
被
斬
」
）

⑨
只
末
代
二
生
ヲ
受
テ
カ
＼
ル
憂
目
ヲ
見
ル

重
盛
力
果
報
ノ
程
コ
ソ
ロ
惜
候
へ

（
延
慶
本
、
第
一
末
、
四
六
ウ
⑤
）

⑩
只
末
代
に
生
を
う
け
て
、
か
ゝ
る
う
き
目
に
あ
ひ
候
重
盛
が
果
報報
の
程
こ
そ
つ
た
な
う
候
へ
。
（
党
一
本
、
巻
第
二
、
「
煙
火
之
沙
汰
」
）

d
、
延
慶
本
「
－
メ
こ
ア
フ
」
、
覚
一
本
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
（
○
例
）

す
な
わ
ち
、
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
同
義
表
現
が
対
応
し
て
い
る
場
合
で
は
、
南
本
と
も
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

五
例
、
南
本
と
も
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
一
例
で
あ
。
、
ま
た
、
延
慶
本
と
覚
「
不
と
で
異
な
る
表
現
が
対
応
し
て
い

る
場
合
で
は
、
延
慶
本
が
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
覚
「
不
が
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
六
例
、
そ
の
道
が
○
例
と
い
っ
た
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
次
の
二
事
項
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
）
（
2
）
の
C
の
よ
う
に
、
延
慶
本
と
覚
「
不
と
の
同
一
箇
所
す
な
わ
ち
同
「
文
脈
に
お
い
て
「
－
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
－
メ
ニ
ア

フ
」
と
が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
の
意
味
・
用
法
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
二
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
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と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
異
な
る
表
現
が
対
応
し
て
い
る
（
2
）
の
場
合
は
、
す
べ
て
延
慶
本
が
「

一

一

二

メ
ヲ
ミ
ル
」
覚
一
本
が
　
「
－

（4）

－
メ
ニ
ア
フ
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
道
の
場
合
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
諸
伝
本
に
お
け
る
延
慶
本
の
相
対
的
古
態
性
、
ま

（5）

た
延
慶
本
と
覚
一
本
と
の
成
立
の
先
後
関
係
と
い
う
二
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
「

メ
ヲ
ミ
ル
」
か
ら
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
へ
と
い
う
変

選
の
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
二
事
項
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
と
は
、
極
め
て
類
似
し
た
意
味
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
関
係
は
、
意
味
差
よ
り
は
む
し
ろ
時
代
差
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三
　
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
「
　
－
　
メ
二
ア
フ
」
の
使
用
状
況

次
に
、
右
の
推
測
の
適
否
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ま
ず
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
仮
名
文
な
ら
び
に
仮
名
交
り
文
を
調
査
し
、
「

ル
」
と
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
の
使
用
状
況
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
調
査
の
結
果
は
、
表
①
・
②
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
①
）
物
語
・
日
記
・
随
筆

メ
ヲ
ミ

多 平 大 土 伊 竹文
武 中 ＝

＝
イ本1
左 勢 取献

峯 物 物 ［H 物 物 名

表
現

少
将
物
語

．

五 五 記 五 五
口ロ 口P 口ロH 口H

1 1

I
メ
ヲ
ミ
ル

1 2

l
メ
ヲ
ミ
ス

I
メ
ミ
ュ

l
メ
ヲ
御
覧
ズ

I
メ
こ
ァ
フ



松 と 今 堤 大 栄 讃 狭 浜 更 ．夜 紫 口ま1
源 枕 落 宇 購

浦 hりノ
鏡 中 鏡 花 岐 衣 松 級 の 式 泉 氏 草 窪 津 蛤

宮
Jヽtヵ

納
＿

物
＿
典 物
＿
中 日
＿
寝 部 式 物

の
子 物
＿
保 ［口
＿物

語
へ
ば
や
物
語

言
物
語

語 侍
日
記

語 納
言
物
語

記 覚 日
記
部
日
記

語 語 物
語
記

1 2 1 2 2 2 9 5 1 1 1 12 4 21 82 5

1 6 2 7 8 3 1

2 1

1

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

一

一

三
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一

一

四

ム

徒 と 中 ろ
ノ
十 我 今 た 水

然 ま 務 た 六 身 物 ま 鏡

草 ず 内 た 夜 に 語 き
が 侍 ね 日 た ふよ

口

計

た

り

日
記

記 ど

る
姫
君

る

501 6

83 2 5

3

1

3 1 2

（
表
②
）
説
話
・
軍
記
・
紀
行

A 法
華
一 文
献
名

表
現

古
本
唐
物
打
開
孟
日

二
宝

説
話
集

語

．

集 物
語
集

百
座
間
富
抄

絵

2 22

l
メ
ヲ
ミ
ル

1

】
メ
ヲ
ミ
ス

l
メ
ミ
ュ

1

l
メ
ヲ
御
覧
ズ

l
メ
ニ
ァ
フ
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．・′
・
・h－・、
、ノ
ー
I
J・
H
．1Jprhl、ノ
ー、l
・
・一・′Y一′しご

合

計

平

家
物

語

（覚

一
本
）

平

家
物

語

（延
慶

本
）

沙

石
集

古
今

著
聞

集

十
訓

抄

東
関

紀
行

海

道
記

承
久

記

平
治

物
語

保

元
物

語

閑

居
友

宇
治

拾
遺

物
語

発
心

集

古

事

談

dp
、茸

二
ノ
・二
やp
、
当

8q
u
21 32 1 3 1 1 4 21 6 1

F
kⅨ
短り
東面

こ
っ
J
C
ま
、
京

『平
衆
物
語
コ
の
成
立
年
代
で
は
な
く
、
延
鹿
本

・
覚

72 7 7 2 2 1 1 3 2 1

1 1

6 1 2 1 1

23 02 5 4 1 1 1

（
注
）
文
献
の
配
列
は
お
お
よ
そ
成
立
年
代
順
と
し
た
カ

『
平
家
物
語
』
　
に
つ
し
て
を

原
『
平
家
肇
語
』
の
成
立
年
イ
で

一
本
各
々
の
成
立
年
代
の
と
こ
ろ
に
置
い
た
。

こ
れ
ら
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
そ
の
使
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
－
メ
ー
ラ

フ
」
の
方
は
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
・
仮
名
交
。
文
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
〈
説
話
壷
記
・
紀
行
〉
の
類
を

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

中
心
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
①
・
②
よ
り
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
の

間
に
は
明
確
な
先
後
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
関
係
を
時
代
差
で
あ
る
と
認
定
す
る
前
に
、
こ
こ
で
一
つ
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
が
、
元
来
、
仮
名
文
や
仮
名
交
り
文
と
は
異
な
る
文
体

に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
、
仮
名
文
や
仮
名
交
り
文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
可
能
性
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
仮
名
文
や
仮
名
交
り
文
と
は
文
体
を
異
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
漢
文
訓
読
文
や
和

化
漢
文
と
し
て
、
次
に
示
し
た
諸
文
献
を
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
い
て
は
、
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
「
　
－
　
メ
ニ
ア

フ
」
　
の
使
用
例
は
、
一
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
漢
文
訓
読
文
）

小
川
本
『
願
経
四
分
律
』
平
安
極
初
期
点
、
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
、
知
恩
院
蔵
『
大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
表
啓
』

平
安
初
期
点
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
正
倉
院
聖
語
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
石
山
寺
本
『
法
華

経
玄
賛
』
淳
祐
古
点
、
正
倉
院
聖
語
蔵
『
弁
中
辺
論
』
天
暦
八
年
点
、
石
山
寺
蔵
『
悌
説
太
子
須
陀
撃
経
』
平
安
中
期
点
、
石
山
寺
蔵
『
沙

弥
十
戒
威
儀
経
』
平
安
中
期
角
筆
点
、
石
山
寺
蔵
『
法
華
経
義
疏
』
長
保
四
年
点
、
西
大
寺
蔵
『
護
摩
蜜
記
』
長
元
八
年
点
、
西
大
寺
本

『
不
空
謂
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
、
知
恩
院
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
康
平
三
年
点
、
天
理
大
学
図
書
館
・
国
立
京
都
博
物
館
蔵
『
南
海

寄
帰
内
法
伝
』
平
安
後
期
点
、
兜
木
正
亨
師
蔵
『
無
量
義
経
』
平
安
後
期
点
、
龍
光
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
高
山
寺
蔵
『
大

枇
虚
遮
那
成
仏
経
疏
』
永
保
二
・
長
治
元
年
点
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
管
見
記
紙
背
文
選
』
院
政
期
点
、
最
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
院
政

期
点
、
興
福
寺
本
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
承
徳
三
‥
水
久
四
年
点
、
前
田
本
『
冥
報
記
』
長
治
二
年
点
、
神
田
本
『
自
氏
文
集
』
天

永
四
年
点
、
広
島
大
学
蔵
『
八
字
文
殊
儀
軌
』
永
暦
二
年
点
、
石
山
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点

（
和
化
漢
文
（
古
記
録
）
）

貞
信
公
記
（
延
喜
七
～
天
暦
二
）
、
九
暦
（
承
平
元
～
天
徳
四
）
、
小
右
記
（
天
元
五
～
治
安
三
）
、
権
記
（
正
暦
二
～
万
寿
三
）
、
御
堂
関
自
記
（
長



徳
元
～
治
安
元
）
、
左
経
記
（
長
和
五
～
長
暦
二
）
、
春
記
（
治
安
元
～
天
喜
二
）
、
水
左
記
（
康
平
五
～
応
徳
三
）
、
帥
記
（
治
暦
四
～
寛
治
二
）
、

後
二
条
師
道
記
（
永
保
三
～
康
和
元
）
、
長
秋
記
（
寛
治
元
～
保
延
二
）
、
中
右
記
（
寛
治
元
～
保
延
四
）
、
殿
暦
（
承
徳
元
～
元
永
元
）
、
永
昌
記

（
康
和
元
～
大
治
四
）

こ
の
調
査
結
果
を
見
る
限
り
で
は
、
表
①
・
②
に
認
め
ら
れ
た
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
の
使
用
状
況
の
偏
り
は
、
他
の
文
体
の
表
現
が
混
入
し

た
結
果
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は
り
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
が
先
に
存
在
し
、
後
に
な
っ
て
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
存
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
が
新
し
く
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
「
1
メ
」
と
い
う
名
詞

句
と
「
ア
フ
」
と
い
う
動
詞
と
が
格
助
詞
「
ニ
」
を
介
し
て
新
た
に
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
1
メ
ニ
ア
フ
」
成
立
の
背
景
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
に
、
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
（
す
な
わ
ち

動
詞
「
ア
フ
」
が
こ
格
に
と
る
語
句
の
意
味
的
性
格
）
を
類
型
的
に
把
握
し
、
第
二
に
、
そ
れ
と
同
様
の
用
法
が
、
平
安
時
代
に
お
け
る
動
詞
「
ア

フ
」
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
順
序
で
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
「
1
メ
ニ
ア

フ
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
追
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
　
「
－
メ
二
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
の
類
型
的
把
握

こ
こ
で
は
、
「
－
メ
」
と
い
う
名
詞
句
の
意
味
的
性
格
を
類
型
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
名
詞
句
を
晶
に
と
る
動
詞
「
ア
フ
」

の
用
法
上
の
特
徴
を
捉
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
「
メ
」
と
い
う
名
詞
そ
れ
自
体
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
二
股
に
は
〈
境
遇
〉
〈
事
態
〉
〈
場
面
〉
等
の
意
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
実
際
に
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
訳
語
（
文
脈
的
意
味
）
に
置
き
換
え
て
理
解
す
る
こ

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
二
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
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と
が
可
能
で
あ
る
。
次
に
、
具
体
例
を
若
干
示
し
て
お
く
。

一

一

八

①
た
け
七
尺
ば
か
り
有
け
る
が
、
（
中
略
）
大
衆
の
中
を
を
し
分
！
＼
、
前
座
主
の
お
は
し
け
る
所
へ
つ
（
ツ
）
と
参
り
、
大
の
眼
を
い
か
ら
し
、

し
（
ン
）
ば
し
に
ら
ま
へ
奉
り
、
「
そ
の
御
心
で
こ
そ
創
l
当
到
御
矧
（
伊
豆
へ
流
さ
れ
る
と
い
う
境
遇
）
に
も
あ
は
せ
給
へ
。
と
う
ノ
＼
め
さ
る

べ
う
候
」
と
申
け
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
さ
に
い
そ
ぎ
の
り
給
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
、
「
一
行
阿
閣
梨
之
沙
汰
」
）

ヽ

　

ヽ

　

1

②
何
事
に
て
候
や
ら
ん
、
（
成
親
は
）
督
l
刹
妙
（
清
盛
に
捕
え
ら
れ
、
責
め
苦
を
受
け
る
と
い
う
事
態
）
に
あ
ひ
候
。
さ
て
わ
た
ら
せ
給
へ
ば
、

き
り
共
と
こ
そ
た
の
み
ま
い
ら
せ
候
へ
。

③
「
い
ま
だ
夜
ふ
か
し
。
又
（
女
童
は
）
割
引
鋤
（
盗
賊
に
主
人
の
装
束
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
場
面
）

つ
け
て
、
し
う
の
女
房
の
っ
ぽ
ね
ま
で
を
く
ら
せ
ま
し
ノ
＼
け
る
ぞ
か
た
じ
け
な
き
。

（
巻
第
二
、
「
小
教
訓
」
）

に
も
や
あ
ふ
」
と
て
、
上
目
の
も
の
を

（
巻
第
六
、
「
紅
葉
」
）

ま
た
、
次
に
示
し
た
用
例
等
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
の
「
メ
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
人
の
七
八
は
、
何
事
を
も
い
ま
だ
お
も
ひ
わ
か
ぬ
程
ぞ
か
し
。
そ
れ
に
わ
れ
ゆ
へ
大
事
の
い
で
き
た
る
事
を
、
か
た
は
ら
い
た
く
お
も

ひ
て
、
か
や
う
に
の
給
ふ
い
と
お
し
さ
よ
。
よ
し
な
か
り
け
る
人
を
此
六
七
年
手
な
ら
し
て
、
か
ゝ
る
う
き
目
（
若
宮
を
平
家
に
差
し
出

さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
卦
掛
）
封
功
利
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
四
、
「
若
宮
出
家
」
）

⑤
あ
は
れ
、
弓
矢
と
る
身
ほ
ど
口
情
か
り
け
る
も
の
は
な
し
。
武
重
の
家
に
生
れ
ず
は
、
何
と
て
か
ゝ
る
う
き
目
（
我
が
子
と
同
じ
年
頃
の

敦
盛
を
も
、
そ
の
手
に
掛
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
場
面
）
を
ば
み
る
べ
き
。

な
さ
け
な
う
も
う
ち
た
て
ま
つ
る
物
か
な

（
巻
第
九
、
「
敦
盛
最
期
」
）



⑥
ま
し
て
西
国
と
て
も
、
さ
こ
そ
は
あ
ら
ん
ず
ら
め
畠
心
ひ
し
か
ば
、
都
に
て
い
か
に
も
な
ら
む
と
お
も
ひ
し
物
を
、
わ
が
身
ひ
と
つ
の

事
な
ら
ね
ば
、
心
よ
は
う
あ
く
が
れ
出
て
、
け
ふ
は
か
、
る
う
き
目

（
い
つ
攻
め
て
く
る
と
も
知
れ
な
い
源
氏
に
怯
え
な
が
ら
、
不
安
な
日
々

を
送
る
と
い
う
境
遇
）
を
見
る
口
惜
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
一
、
「
逆
櫨
」
）

尤
も
、
「
メ
」
と
い
う
名
詞
に
、
（
境
遇
〉
〈
事
態
〉
〈
場
面
〉
と
い
っ
た
訳
語
の
い
ず
れ
を
当
て
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
分
に
悪
意
的
な
面

が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
「
メ
」
と
い
う
名
詞
が
い
わ
ゆ
る
抽
象
名
詞
に
属
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
異
論
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
「
メ
」
と
い
う
名
詞
に
上
接
す
る
語
、
す
な
わ
ち
修
飾
語
に
注
目
し
て
み
る
。
「
メ
」
と
い
う
名
詞
は
、
「
－
メ
こ
ア
フ
」
ま
た
は

「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
い
う
表
現
形
式
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
際
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
修
飾
語
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
－
メ
ニ
ア

フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
上
の
特
徴
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
見

出
さ
れ
た
「
1
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
に
つ
い
て
、
「
メ
」
の
修
飾
語
を
整
理
す
れ
は
、
表
③
の
よ
う
に
な
る
。

（
表
③
）
「
メ
」
の
修
飾
語
（
上
接
語
）

カ イ カ カ ウ 修

ラ 、－＼
ナ カ キ 飾

一キ ジ

キ
シ
キ
レIノ

表

現

語

91 91 02 15 06

l

メ

ヲ
ミ

ル

1 11 7

l

メ

ニ
ァ

フ

＊
そ
の
他
（
用
例
数
が
一
例
の
も
の
）

ア
ハ
ヌ
・
ア
ヤ
ニ
ク
キ
・
ア
ラ
マ
シ
キ
・
ア
ル
マ
ジ
キ
・
ウ
タ
テ
キ
・
ウ
ト
マ
シ
キ
・
オ

ノ
レ
ラ
ガ
様
ナ
ル
・
△
オ
モ
シ
ロ
キ
・
△
オ
モ
ダ
タ
シ
キ
・
カ
タ
ク
ル
シ
ナ
ル
・
カ
タ
ハ

ナ
ル
・
カ
バ
カ
リ
ノ
・
ク
チ
ヲ
シ
キ
・
コ
レ
ヨ
リ
マ
サ
ル
・
ス
ズ
ロ
ナ
ル
・
タ
へ
ガ
タ
ゲ

ナ
ル
・
△
ハ
ナ
ヤ
カ
ナ
ル
・
ヒ
ト
ワ
ラ
バ
レ
ナ
ル
・
ヒ
ト
ワ
ラ
へ
ナ
ル
・
不
幸
ナ
ル
・
本

意
ナ
キ
・
ミ
シ
ラ
メ
・
ム
ネ
イ
タ
キ
・
ム
ネ
フ
タ
ガ
ル
・
メ
ザ
マ
シ
キ
・
△
面
目
ア
ル
・

モ
ノ
コ
コ
ロ
ボ
ソ
キ
・
モ
ノ
ハ
カ
ナ
キ
・
ヤ
ス
カ
ラ
ヌ
・
ユ
メ
ノ
様
ナ
ル
・
ヨ
ヅ
イ
タ

ル
・
ヨ
ニ
マ
タ
ナ
キ
・
ヲ
コ
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
三
十
三
語
）

（
注
）
△
印
を
付
し
た
も
の
は
、
〃
快
″
の
心
情
を
表
す
語
で
あ
り
、
全
体
の
傾
向
か
ら
見
れ
ば
例
外
的
と
見
な
し
得
る
も

の
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

一

一

九
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こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
メ
」
の
修
飾
語
と
し
て
は
、
「
ウ
キ
」
「
カ
ナ
シ
キ
」
な
ど
の
心
情
語
と
「
カ
カ
ル
」
「
イ
カ
ナ
ル
」
な
ど
の
指
示
語
と

で
、
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
心
情
語
が
「
メ
」
を
修
飾
す
る
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
〟
不
快
″
な
心
情
を
表
す
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
日
で
指
示
語
が
「
メ
」
の
修
飾
語
と
な
る
場
合
を
見
て
み
る
と
、
す
で

に
示
し
た
覚
「
不
『
平
家
物
語
』
の
用
例
（
①
～
⑥
）
や
次
に
示
し
た
用
例
等
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
〝
不
愉
快
〟
〝
不
都
合
〃
な

内
容
を
指
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑦
わ
か
御
身
三
十
三
に
成
せ
を
は
し
ま
す
。
御
や
く
に
ま
け
た
る
と
お
は
ゆ
る
。
か
ゝ
る
め

（
二
条
と
東
の
御
方
と
の
二
人
に
杖
を
も
っ
て
打

ち
す
え
ら
れ
る
と
い
う
事
態
）
に
こ
そ
あ
ひ
た
り
つ
れ
。

し
い
ま
た
む
か
し
も
そ
の
れ
い
な
く
や
あ
ら
ん
。

十
せ
む
の
ゆ
か
を
ふ
む
て
は
ん
せ
う
の
あ
る
し
と
な
る
身
に
つ
え
を
あ
て
ら
れ

（
『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
二
、
3
オ
2
）

⑧
隆
禅
無
縁
ノ
尼
ヲ
ア
ハ
レ
フ
慈
悲
ノ
心
ヲ
元
ト
シ
テ
、
カ
、
ル
目
（
尼
と
グ
ル
に
な
っ
て
い
た
判
官
と
名
の
る
男

や
雑
物
な
ど
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
）
l
ヨ
月
日
ケ
ル
コ
ソ
ア
サ
マ
シ
ケ
レ
。

に
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
資
財

（
『
十
訓
抄
』
七
3
8
①
）

⑨
高
名
の
ふ
る
ば
く
ち
に
て
、
う
ち
ほ
う
け
て
す
べ
て
ま
け
、
博
打
八
十
飴
人
同
意
し
て
、
諸
国
に
分
ゐ
て
、
天
竺
冠
者
が
、
か
く
厳
重

な
る
よ
し
を
人
に
か
た
り
、
或
は
人
に
も
い
は
せ
て
わ
た
り
た
り
け
る
が
、
あ
ま
り
に
こ
と
す
ぎ
て
、
都
ま
で
き
こ
え
て
、
か
～
る
目

（
み
ず
か
ら
親
王
を
名
の
っ
た
た
め
、
院
に
捕
え
ら
れ
て
数
々
の
責
め
苦
を
受
け
た
の
ち
投
獄
さ
れ
る
と
い
う
事
態
）
に
あ
ひ
に
け
り
。

（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
二
、
四
二
四
）

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
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倉
　
時
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一
二
二

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
メ
」
　
の
修
飾
語
は
、
主
体
に
と
っ
て
〝
不
愉
快
″
〝
不
都
合
″
な
内
容
を
表
す
こ
と
が
原
則
的
で
あ
る
と
認
め

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
－
－
－
メ
」
と
い
う
名
詞
句
の
意
味
的
性
格
を
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
上
の
特
徴
と
し
て

捉
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
と
は
、
（
主
体
に
と
っ
て
〝
不

愉
快
″
〝
不
都
合
″
な
内
容
を
表
す
抽
象
名
詞
を
こ
格
に
と
る
用
法
）
と
し
て
類
型
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

五
　
「
　
－
　
メ
二
ア
フ
」
　
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
　
の
用
法
の
出
自

「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え
た
上
で
、
次
に
、
こ
れ
と
同
様
の
用
法
を
有
す
る
動
詞
「
ア

フ
」
が
平
安
時
代
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
最
も
顕
著
な
文
体
的
対
立
を
示
す
和

文
と
漢
文
訓
読
文
と
を
対
象
と
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

平
安
時
代
の
和
文
な
ら
び
に
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
は
、
ニ
格
に
と
る
語
の
性
格
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
、
三
類
五

種
の
用
法
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
物
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合
を
第
一
類
と
し
て
、
そ
れ
を
人
間
と
仏

神
と
の
二
種
に
分
か
ち
、
事
物
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合
を
第
二
類
と
し
て
、
そ
れ
を
具
象
物
と
抽
象
物
と
の
二
種
に
分
か
ち
、
更

に
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
獣
や
鬼
の
類
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合
を
第
三
類
と
し
て
立
て
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
、
具
体
例

を
示
し
て
お
く
。

（
1
）
人
物
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合

a
、
人
間

お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

お

ぽ

①
翁
い
は
く
、
「
思
ひ
の
ご
と
く
も
、
の
た
ま
ふ
物
か
な
。
そ
も
ノ
＼
い
か
や
う
な
る
心
ざ
し
あ
ら
ん
天
に
か
、
あ
は
む
と
思
す
。
か
ば
か



り
心
ざ
し
お
ろ
か
な
ら
ぬ
人
々
に
こ
そ
あ
め
れ
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
）

み

②
い
で
、
さ
れ
ば
、
す
こ
し
も
思
ふ
天
に
あ
融
可
ば
、
心
は
か
な
き
な
め
り
と
見
ゆ
る
こ
と
も
あ
る
ぞ
、
は
づ
か
し
う
も
あ
ら
ぬ
か
し
。

（
『
枕
草
子
』
第
一
二
四
段
、
「
は
づ
か
し
き
も
の
」
）

③
傾
－
設
（
ひ
）
、
賓
に
週
可
ラ
マ
シ
か
ば
、
便
に
〔
於
二
を
説
（
か
）
マ
シ
と
な
り
〔
也
〕
。

（
石
山
寺
蔵
『
法
華
経
義
疏
』
長
保
四
年
点
、
「
方
便
品
末
」
3
7
5
）

④
法
師
其
ノ
図
二
在
（
リ
）
テ
二
ノ
僧
（
ニ
）
週
へ
l
リ
、
　
（
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
承
徳
三
・
永
久
四
年
点
、
巻
第
四
、
1
1
7
）

（
反
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
）

b
、
仏
神

（

い

ん

え

ん

）

　

　

　

　

　

　

　

　

た

て

ま

つ

　

の

り

　

き

⑤
相
本
の
衆
生
、
。
の
因
縁
に
、
生
晶
言
「
欄
に
吾
l
奉
。
、
法
を
聞
く
べ
し
。
　
ち

⑥
過
ぎ
に
L
も
報
椚
報
も
、
中
臣
の
僻
に
あ
劃
叫
奉
ら
ず
な
り
ぬ
る
人
、
前
悌
後
備
の
衆
生
の
心
地
す
。

（
『
宇
津
保
物
語
』
「
俊
蔭
」
）

（
『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
二
、
「
と
り
の
ま
ひ
」
）

⑦
又
、
恒
河
沙
等
の
百
千
萬
億
那
由
他
の
僻
に
血
盟
1
り
。（
龍
光
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
七
、
「
妙
音
菩
薩
晶
第
二
十
四
」
⑳
1
1
）

ソ
（
コ
）
ハ
ク

⑧
文
殊
師
利
（
は
）
、
乃
し
昔
の
時
に
於
（
て
）
二
（
た
）
ひ
僻
を
祀
せ
し
（
か
）
故
に
、
誕
爾
－
許
の
元
数
の
諸
僻
に
笥
。
と
得
て
き
。

（
貴
明
寺
本
『
往
生
要
集
』
院
政
期
朱
点
、
巻
下
、
2
0
オ
7
）

（
2
）
事
物
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合

。

、

碩

象

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

は

う

ら

い

〉

　

．

…

ぁ

　

　

な

み

　

こ

⑨
命
死
な
ば
い
か
ゞ
は
せ
ん
、
生
き
て
あ
ら
む
か
ぎ
り
は
、
か
く
あ
り
て
、
蓬
莱
と
い
ふ
ら
む
山
に
逢
ふ
や
と
、
浪
に
漕
ぎ
た
ゞ
よ
ひ
あ

り
き
て
、
わ
が
酢
の
う
ち
を
は
な
れ
て
、
あ
り
き
ま
か
り
L
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
竹
取
物
語
』
）

あ

み

ひ

　

　

　

　

　

　

　

し

　

　

　

　

　

（

マ

マ

）

　

　

　

　

よ

⑩
さ
て
、
あ
し
た
に
、
「
車
に
劃
嘲
む
」
と
て
、
網
引
か
せ
な
ど
し
け
る
に
、
知
れ
る
人
、
「
せ
う
え
む
せ
む
」
と
て
、
呼
び
け
れ
ば
、
そ

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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お

と

こ

　

い

ち
ぞ
、
こ
の
男
は
去
に
け
る
。
ハ

ク

　

ア

⑫
若
（
し
）
悪
風
、
暴
雨
　
災
零
に
遇
へ
ラ
は
、
清
浄
の
水
を
、
二
十
遍
を
呪
（
し
）
て
四
方
に
散
涙
せ
よ
。

一
二
四

（
『
平
中
物
語
』
第
二
五
段
）

（
タ
チ
マ
チ
）
　
（
カ
ウ
ス
イ
）
　
　
ア
　
　
　
　
（
カ
ウ
カ
）
　
　
（
オ
モ
）

⑫
　
忽
に
江
l
・
水
に
逢
フ
て
交
－
河
を
憶
フ

（
西
大
寺
本
『
不
空
清
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
、
堅

（
神
田
本
『
白
氏
文
集
』
天
永
四
年
点
、
巻
第
三
、
堕

d
、
抽
象
物
せ

う

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

ー

　

は

な

　

　

　

わ

か

（

う

ど

）

⑬
大
宮
の
御
兄
の
藤
大
納
言
の
子
の
、
頭
塀
と
い
ふ
が
、
世
に
あ
ひ
花
や
か
な
る
若
人
に
て
、
思
ふ
事
な
き
な
る
べ
し
。

（
『
源
氏
物
語
』
「
賢
木
」
）

か
す
み

⑭
あ
さ
み
ど
り
か
ひ
あ
る
奉
に
劃
叫
ぬ
れ
ば
霞
な
ら
ね
ど
た
ち
の
ぼ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
和
物
語
』
第
二
四
六
段
）

ふ

＊
⑮
ひ
と
㌢
ろ
に
、
わ
れ
さ
へ
か
く
て
臥
し
ぬ
れ
ば
、
い
と
あ
し
か
。
ぬ
べ
し
。
（
中
略
）
此
人
え
生
き
給
ま
じ
き
に
て
は
、
二
日
に
て
も

さ
き先
だ
ち
て
、
こ
の
加
療
い
び
に
劃
嘲
ず
な
り
な
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
夜
の
寝
覚
』
巻
二
）

ァ

ッ

（

か

）

　

　

l

l

‥

・

・

・

！

ァ

　

　

（

め

づ

ら

）

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

）

）

⑯
玄
笑
い
早
（
に
）
玄
再
に
預
り
て
、
幸
に
早
l
運
に
蓬
へ
リ
、
希
か
に
雪
道
を
聞
き
て
心
を
法
の
道
に
遊
（
ば
）
し
め
た
り
、

（
ワ
）
　
　
　
（
ヤ
ト
）
　
　
　
　
よ
り
（
ツ
ミ
）
　
　
）
　
（
マ
サ
）
　
（
コ
）
　
（
ク
）
　
（
ア
）

＊
⑰
我
（
カ
）
宿
（
リ
）
し
自
罪
を
も
ち
て
昔
に
此
の
苦
に
達
へ
り
。

（反）

（
知
恩
院
蔵
『
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
』
平
安
初
期
点
、
竺

（
石
山
寺
蔵
『
彿
説
太
子
須
陀
睾
経
』
平
安
中
期
点
、
2
9
1
）

タ

チ

マ

チ

　

　

　

　

l

1

．

．

ア

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

＊
⑬
若
（
し
）
忽
に
寒
熟
等
の
病
に
遭
フ
て
或
は
一
日
を
経
、
或
（
は
）
二
日
を
経
或
は
復
乃
至
〔
於
〕
七
日
を
経
む

（
西
大
寺
本
『
不
空
羅
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
、
6
5
）

1

．

－

一

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ダ

＊
⑩
此
の
園
の
人
の
猫
（
り
）
斯
の
難
に
遭
フ
（
を
）
ば
懸
ミ
タ
マ
ヒ
、
神
を
降
シ
、
此
に
至
（
り
）
暴
－
龍
を
化
セ
ム
（
と
）
欲
す
。

（
石
山
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点
、
巻
第
三
、
4
6
）

（
3
）
そ
の
他
（
獣
・
鬼
等
）
　
の
名
詞
を
こ
格
に
と
る
場
合



⑳
或
（
る
）
い
は
悪
羅
刺
と
毒
龍
と
諸
の
鬼
等
と
に
遇
へ
り
と
も
、

し

彼
（
の
）
観
音
を
念
（
せ
）
む
力
に
時
に
悉
（
く
）
敢
（
へ
）
て
害
（
せ
）
不
。

（
龍
光
院
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
八
、
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
⑦
6
）

右
の
挙
例
の
う
ち
、
＊
印
を
付
し
た
用
例
は
、
抽
象
物
を
表
す
名
詞
の
中
で
も
特
に
、
主
体
に
と
っ
て
〝
不
愉
快
〃
〝
不
都
合
〃
な
内
容
を
表

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
名
詞
を
こ
格
に
と
る
用
法
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
1
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
に
通

ず
る
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
分
類
に
従
っ
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
の
使
用
状
況
を
整
理
す
れ
ば
、
表
④
・
⑤
の
よ
う
に
な
る
。
表
の
中
で
は
、

台
形
型
の
括
弧
で
く
く
っ
た
数
字
が
、
＊
印
が
付
さ
れ
る
べ
き
用
例
（
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
に
通
ず
る
例
）
の
数
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
抽
象
物
を
こ
格
に
と
る
用
例
数
の
内
数
で
あ
る
。

（
表
④
）
平
安
時
代
の
和
文
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法

購
蛤
日

多
武
峯
少
将
物
語

平
中
物
語

大
和
物
語

土
左
目
＿

伊
勢
物
語

竹
取
物
語

用

法

文

献

名
記 記

91 5 03 65 1 23 51
人

間 人

物仏

神

1 2 1

具

象

物
事

物4 1 5
〔2
〕

2
抽
象
物
〔
＊
〕

そ

の

他

（獣

・
鬼
等
）

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
一
六

合

計

と 堤 大 栄 讃 狭 浜 更 夜 紫 ＝
u
不 源 枕 落 宇

n
ソ
中 鏡 花 岐 衣 松 級 の 式 泉 氏 草 窪 津
か

へ

納

豆
物
五
典
侍
物
五
中
納
日
記
寝
覚
部

日

式

部

物

五
子 物

五

保

物
ぼ

や
物

語

ロ物

語

口ロ
日
記

口ロ ′
言
物

語

ロ
記
ロ
日
記

口HH 口ロ 語

044 23 3 41 31 5 62 12 1 32 3 01 74 91 41 15

3 2 1

81 3 2 1 3 2 3

47

〔
6
〕

8 6

〔
1
〕

1 1 2

〔
1
〕

10
〔
1
〕

1 1 5
〔
1
〕

0

（
注
）
　
「
目
も
あ
は
ず
」
の
よ
う
な
（
合
う
）
意
の
例
は
除
い
て
あ
る
。
衷
⑤
・
⑥
も
同
様
。



中後

（
表
⑤
）
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法

妙
法
蓮
華
経
（龍
光
院
）

無
量
義
経
（兜
木
師
）

南
海
寄
帰
内
法
伝
（天
理
）

地
蔵
十
輪
経
（知
恩
院
）

神
呪
心
経
（西
大
寺
）

護
摩
蜜
記
（西
大
寺
）

法
華
経
義
疏
（石
山
寺
）

十
戒
威
儀
経
（石
山
寺
）

太
子
須
陀
撃
経
（石
山
寺
）

弁
中
辺
論
（正
倉
院
）

法
華
経
玄
賛
（石
山
寺
）

地
蔵
十
輪
経
（正
倉
院
）

地
蔵
十
輪
経
（東
大
寺
）

玄
笑
法
師
表
啓
（知
恩
院
）

最
勝
王
経
（西
大
寺
）

願
経
四
分
律
（小
川
）

用

法

文

献

名

3 1 8 2 2 6 2 1 2
人

間 人

物

61 01 1 5 1 21 11
仏

神

2 1 3 1 1

具

象

物
事

物3
〔2
〕

1 1
〔1
〕

6
〔6
〕

3 6
〔2
〕

20
〔3
〕

5
〔3
〕

4
〔
1
〕

3 8
〔7
〕

抽
象
物
〔
＊
〕

1

そ

の

他

（獣

・
鬼
等
）

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

一
二
七



政院

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

合

計

大
唐
八
字
白
氏
冥 慈
恩
往
生
大
日口灰塵十

西 文 文 己三－ロ 伝 要
経

域
記
殊
儀
軌
（広
島
大
）

集
（
（前 （風 集

（
疏
（申子 田 ハ福 最

明
寺
）

高
（石 田 ） 寺 山
山
寺
）

） ） 寺
）

17 4 2 4 仁U2 7 1

96 1 2 01

33 3 2 2 9 4 5

140 8 2 3 11 02 61 02
〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔15 4 2 1 9 5 4 1
〕 〕 〕 〕 〕 〕 〕 〕

5 3 1

（
注
）
訓
読
文
作
成
者
に
よ
る
推
読
例
も
数
え
て
あ
る
。
な
お
、
「
（
人
物
）
ノ
～
ス
ル
ニ
ア
フ
」
の
よ
う
な
例
は
、
人
物
を
表
す
名
詞
を
こ
格
に
と
る

例
に
含
め
た
。
表
⑥
も
同
様
。

こ
れ
ら
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
に
通
ず
る
と
見
ら
れ
る
例
は
、
和
文
よ
り
も
む
し
ろ
漢
文
訓
読
文

に
多
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
ア
フ
」
の
用
法
全
体
に
対
す
る
割
合
に
つ
い
て
も
、
和
文
で
は
一
二
八
％
（
全
五
〇
八
例
中
六
例
）
、

漢
文
訓
読
文
で
は
一
六
・
〇
％
（
全
三
一
八
例
中
五
一
例
）
　
で
あ
っ
て
、
漢
文
訓
読
文
が
和
文
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
可
能
性
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
、
次
の
二
つ
の
見
方
が
考
え
ら

れ
よ
う
。
（
1
）
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
に
通
ず
る
と
見
ら
れ
る
用
法
は
、
和
文
と
漢
文
訓
読
文
と
に
お
い
て
元
来
別
個
に
存
在
し

て
い
た
。

（
2
）
当
該
用
法
は
元
来
漢
文
訓
読
文
の
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
和
文
に
も
混
入
し
た
。

そ
こ
で
、
次
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
可
能
性
の
う
ち
、
ど
ち
ら
の
見
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。



和
文
に
認
め
ら
れ
た
当
該
用
法
の
六
例
と
は
、
次
に
示
し
た
諸
例
で
あ
る
（
⑳
～
⑳
）
。

と

し

　

　

　

　

　

　

　

　

す

み

と

も

さ

は

　

　

－

　

　

い

ゑ

や

⑳
歳
月
か
く
て
あ
り
わ
た
り
け
る
を
、
純
友
が
騒
ぎ
に
あ
ひ
て
、
家
も
焼
け
ほ
ろ
び
物
の
具
も
み
な
と
ら
れ
は
て
て
、
い
と
い
み
じ
う
な

り
に
け
り
。

が
培

⑳
そ
の
君
、
内
よ
り
ま
か
で
た
ま
ひ
け
る
ま
～
に
、
風
（
〈
風
邪
〉
の
意
－
筆
者
注
）

（
『
大
和
物
語
』
第
一
二
六
段
、
固
）

に
な
む
あ
ひ
た
ま
う
て
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
。

（
『
大
和
物
語
』
第
一
七
〇
段
、
圏
）

l

：

l

：

l

　

ケ

　

　

チ

　

　

　

　

　

　

　

ァ

止
・
或
は
風
病
、
気
病
、
痔
病
、
痢
病
、
淋
病
に
遭
ヒ

な

む

て

ん

ぢ

く

　

わ

た

　

　

じ

ね

ん

と

し

へ

⑳
そ
れ
南
天
竺
よ
り
渡
る
に
、
自
然
に
年
経
に
た
れ
ば
、

（
西
大
寺
本
『
不
空
詞
索
神
呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
、
7
0
）

に

さ

く

と

も

が

ら

わ

か

　

あ

　

　

　

な

げ

忍
辱
の
輩
の
別
れ
に
遇
は
ず
と
は
欺
か
ず
や
。（
『
宇
津
保
物
語
』
「
初
秋
」
、
帝
の
固
）

止
・
父
母
も
及
妻
子
も
　
兄
弟
も
井
（
せ
）
て
姉
妹
も
供
に
愛
別
離
に
遭
（
は
）
む
、

（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
、
巻
八
、
「
王
法
正
論
晶
第
二
十
」
）

あ

さ

む

　

と

し

　

　

　

い

の

ち

⑭
「
あ
は
れ
、
さ
も
、
寒
き
年
か
な
。
命
な
が
け
れ
ば
、
l
か
l
芸
世
（
貧
し
く
つ
ら
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
境
遇
）
に
も
蓬
ふ
物
な
。

け
り
」
と
て
、
う
ち
掛
く
も
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
氏
物
語
』
「
末
摘
花
」
、
末
摘
花
の
女
房
の
園
）

ふ

⑳
ひ
と
㌢
ろ
に
、
わ
れ
さ
へ
か
く
て
臥
し
ぬ
れ
ば
、
い
と
あ
し
か
り
ぬ
べ
し
。
（
中
略
）
此
人
え
生
き
給
ま
じ
き
に
て
は
、
二
日
に
て
も

鋸
だ
ち
て
、
こ
の
叫
敬
U
び
に
利
麟
ず
な
り
な
む
。
（
‖
用
例
⑮
）
　
　
　
　
　
　
（
『
夜
の
寝
覚
』
巻
二
、
中
君
の
父
大
臣
の
固
）

ア

ル

イ

カ

ク

ヰ

ケ

J

ン

　

　

　

　

　

ァ

ル

イ

チ

ク

シ

ヤ

ウ

サ

ン

カ

イ

ー

‥

・

・

‥

‥

l

・

・

・

1

・
或
は
餓
鬼
飢
饉
の
う
れ
へ
に
し
つ
み
或
は
畜
生
残
害
の
か
な
し
み
に
あ
へ
。
〔
或
沈
二
餓
鬼
飢
饉
之
愁
パ
或
値
こ
畜
生
残
害
之
悲
二

（
随
心
院
蔵
『
仮
名
書
き
往
生
講
式
』
2
7
）

⑳
宮
の
御
前
の
月
比
た
ゞ
に
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
に
聖
・
舎
・
み
け
墨
（
伊
周
・
隆
家
配
流
の
宣
命
が
下
っ
た
こ
と
）
に
あ
矧
せ
給
て
、
露
御

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

つ

湯
を
だ
に
き
こ
し
め
き
ず
、
涙
に
沈
み
て
お
は
し
ま
す
を
、
い
み
じ
う
ゆ
～
し
う
か
た
じ
け
な
く
侍
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
『
栄
花
物
語
』
巻
第
五
、
「
浦
／
＼
の
別
」
、
伊
周
の
国
）

（

ワ

）

　

　

（

ム

カ

シ

）

　

ヨ

　

（

ナ

こ

）

（

ツ

ミ

）

（

ア

）

　

）

　

（

イ

マ

）

（

マ

タ

）

（

ア

）

　

カ

、

　

）

止
・
我
（
カ
）
宿
の
命
に
何
の
罪
か
有
り
け
む
。
今
復
遭
ひ
て
此
ル
こ
と
（
太
子
の
二
人
の
子
供
が
波
羅
門
に
与
え
ら
れ
、
彼
ら
の
母
親
と
離

lヨllll

別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
）
　
（
ニ
）
値
へ
り
。

（
石
山
寺
蔵
『
備
説
太
子
須
陀
撃
経
』
平
安
中
期
点
、
2
8
6
）

和
文
に
お
け
る
こ
れ
ら
六
例
に
つ
い
て
、
そ
の
出
現
箇
所
に
注
目
し
、
ま
た
、
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
当
該
用
法
の
用
例
と
比
較
し
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）
六
例
の
う
ち
の
四
例
に
つ
い
て
は
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
も
類
似
の
語
句
を
こ
格
に
と
る
用
例
（
止
と
し
て
示
し
た
例
）
　
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
右
の
四
例
の
う
ち
の
三
例
に
つ
い
て
は
男
性
の
会
話
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

右
に
指
摘
し
た
二
つ
の
事
実
は
、
和
文
に
お
け
る
当
該
用
法
が
漢
文
訓
読
文
の
用
法
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
結
論
を
下
す
に
は
、
い
ま
だ
根
拠
が
十
分
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
表
④
・
⑤
に
見
ら
れ

た
当
該
用
法
の
使
用
状
況
と
右
の
二
つ
の
事
実
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
に
通
ず
る
用
法
は
、
元
来

漢
文
訓
読
文
の
用
法
で
あ
っ
て
、
和
文
に
見
出
さ
れ
る
そ
れ
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
が
混
入
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
、
最
も
自
然
で

（6）

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
当
該
用
法
の
分
布
状
況
（
表
⑥
）
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』

に
お
い
て
は
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
に
通
ず
る
と
見
ら
れ
る
用
法
の
例
は
、
漢
文
訓
読
調
の
強
い
と
さ
れ
る
巻
二
十
以
前

に
集
中
し
て
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
用
法
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。



（
表
⑥
）
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法

一 一 一 一 一 一 一 九 「＼ノ 七 六 五 四
三 二 一巻

六 五 四 三 二 】 ○ （欠
）

用
法

61 01 11 3 11 41 21 21 4 01 1 01 9 01 5
人

間 人

物

事

物

1 1 2 2 13 3
仏

神

1 1 1 1 1 1 5 1 1
具
象
物

4 2 4 4 7 5 2 2 2
〔
1 3
〔
8
〔
7
〔
3
抽
象
′〔

4
〔3 〔3 〔6 〔2 2 1 3 5

物
〔

〕 〕 〕 〕 〕 〕 〕 〕 〕 ＊
〕

1 2 2 1 01

そ

の
他

（獣
・鬼
等
）

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

一
三
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
三
二

合 三 三 二 二 二 二
⊥
二 二 二

＿
二

＿

二 二 ‾
九
一 ‾
七

計
一 ○ 九 1LJノ

七 ＼ノ 五 四 ニ 一 二
欠
）

○ 八
一欠
）

762 8 ∩フ1 21 9 8 6 7 001 1 1 5 51 02

84 2 1 5

81 1 1 3

6 9

〔
3 6
〕

1
〔
1
〕

1 1 3

〔
1
〕

1

〔
1
〕

1 2 2

〔
2
〕

3

〔
2
〕

81 2



六

　

ま

　

と

　

め

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

l
　
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
か
ら
派
生
的
に
成
立
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
へ
「
　
－
　
メ
」
と
い
う
名
詞
句
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
通
常
「
ミ
ル
」
と
い
う
動
詞
と
結
び
つ
い
て
用

い
ら
れ
て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
格
助
詞
「
ニ
」
を
介
し
て
「
ア
フ
」
と
い
う
動
詞
と
も
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
（
境
遇
）
（
事
態
）
（
場
面
）
等
の
意
を
表
す
「
メ
」
と
い
う
名
詞
は
、
い
わ
ゆ
る
抽
象
名
詞
に
属
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
れ
に
上
接
す
る
修
飾
語
に
は
、
〝
不
愉
快
〟
〝
不
都
合
″
な
内
容
を
表
す
も
の
が
来
る
こ
と
が
原
則
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
1

－
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
用
法
は
、
（
主
体
に
と
っ
て
〝
不
愉
快
″
〝
不
都
合
″
な
内
容
を
表
す
抽
象
名
詞
を
こ
格
に

と
る
用
法
）
と
し
て
類
型
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
に
通
ず
る
用
例
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
漢
文
訓
読
文
に
認
め
ら
れ
、

和
文
に
少
な
い
な
が
ら
見
出
さ
れ
る
そ
れ
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
が
混
入
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」

に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
法
は
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
に
そ
の
源
泉
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
は
、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
和
文
語
で
あ
る
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
の
一
部
と
漢
文
訓
読
文
の
用

法
を
有
す
る
動
詞
「
ア
フ
」
と
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
両
方
の
要
素
が
組
み

合
わ
さ
っ
た
形
で
、
一
つ
の
動
詞
句
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
－
　
メ
ニ
ア
フ
」
と
は
、
い
わ
ば
、

和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
混
清
）
に
よ
っ
て
成
立
し
た
表
現
形
式
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



鎌
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三
一
四

「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
の
成
立
の
あ
り
方
を
右
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
和
文
語
で
あ
る
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」
と
漢
文

訓
読
文
の
用
法
を
有
す
る
動
詞
「
ア
フ
」
と
の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
生
じ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
表
①
・
②
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
の
用
例
が
認
め
ら
れ
た
文
献
は
、
（
物
語
・
日
記
・

随
筆
）
の
類
で
は
『
と
は
ず
が
た
り
』
『
徒
然
草
』
、
（
説
話
・
軍
記
・
紀
行
）
の
類
で
は
、
『
閑
居
友
』
『
保
元
物
語
』
『
十
訓
抄
』
『
古
今
著
聞

集
』
『
平
家
物
語
』
の
延
慶
本
と
覚
一
本
の
、
併
せ
て
八
文
献
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
一
覧
し
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
『
と

は
ず
が
た
り
』
と
『
徒
然
草
』
と
を
除
き
、
い
ず
れ
も
、
一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
″
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
〝
和
漢
混
清
文
″
が
確
立
し
た
一
つ
の
文
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
判

断
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
和
文
体
の
要
素
と
漢
文
訓
読
文
体
の
要
素
と
の
両
方
が
混
在
し
て
い
る
文
章
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」

が
、
和
漢
の
要
素
が
混
在
し
て
い
る
文
章
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
″
を
中
心
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
で
は
あ
る

ま
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
や
『
徒
然
草
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
擬
古
文
（
擬
古
物
語
）
」
に
属
す
る
と
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ

う
に
、
実
際
に
は
、
漢
語
や
漢
文
訓
読
語
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
″
に
準
じ
て
考

え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
と
い
う
言
い
方
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
〝
和
漢
″
　
の
″
混
清
″
と
い
う
文
体
史
上
の

（7）

現
象
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
以
上
の
こ
と
を
簡
単
に
図
示
す
れ
ば
、
図
①
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
図
①
）

〔
和
　
文
　
語
〕
　
「
　
－
　
メ
ヲ
ミ
ル
」

〔
漢
文
訓
読
語
〕
「
ア
フ
」
一
箱
批
雛
的
短
盟
P
誕
玩
。
容
を
一

「
　
－
　
メ
ニ
ア
フ
」

二

◎
〝
和
漢
混
清
″
現
象
に
よ
る
新
句
形
の
成
立



七
　
お
わ
り
に

本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
事
情
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
動
詞
句
と
し
て
は
、
他
に
「
ハ
ヂ
ニ
ア
フ
」

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
忠
盛
是
を
博
聞
て
、
「
わ
れ
右
筆
の
身
に
あ
ら
ず
、
武
勇
の
家
に
む
ま
れ
て
、
今
不
慮
の
恥
に
あ
は

む
事
、
家
の
烏
身
の
寒
心
う
か
る
ベ

し
。
せ
む
ず
る
所
、
身
を
全
し
て
君
に
仕
と
い
ふ
本
文
あ
り
」
と
て
、
兼
て
用
意
を
い
た
す
。
（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
一
、
「
殿
上
闇
討
」
）

止
．
お
と
ゞ
は
、
「
老
の
だ
、
い
み
じ
き
剖
つ
る
世
か
な
」
と
て
、
爪
は
じ
き
を
し
、
入
。
て
ゐ
給
へ
。
。
（
『
落
窪
物
語
』
巻
之
二
）

す
な
わ
ち
、
こ
の
「
ハ
ヂ
ニ
ア
フ
」
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
見
ら
れ
る
「
ハ
ヂ
ヲ
ミ
ル
」
と
漢
文
訓
読
文
の
用
法
と
し
て
の
「
ア
フ
」
と

の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
の
コ
ン
タ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
動
詞
句
と
し
て
は
二
カ
ミ
ヲ
オ
ロ
ス
（
和
文
語
「
ミ
グ
シ
ヲ
オ
ロ
ス
」
十
漢
文
訓
読
語
「
カ

（8）

ミ
ヲ
ソ
ル
」
）
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
の
成
立
は
、
必
ず
し
も
、
個

別
的
・
偶
発
的
な
事
例
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
く
る
。
た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
事
例
は
、
現
在
崩
漢
混
清
文
〟
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る

文
献
の
す
べ
て
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
（
表
①
・
②
参
照
）
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
－
メ
ー
ラ
フ
」
の
よ
う
な
事
例

が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
い
は
、
〝
和
漢
〃
の
〝
混
清
〟
の
度
合
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
と
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
－
メ
ニ
ア
フ
」
に
つ
い
て
の
み
の
考
察
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
同
様
の
考
察
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

動
詞
句
の
変
化
と
文
体
の
変
化
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

法

が

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

わ

ん

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

わ

ん

（
1
）
　
た
と
え
ば
、
（
神
仏
に
祈
願
す
る
）
こ
と
を
、
現
代
で
は
「
願
を
か
け
る
」
と
言
う
が
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
は
「
願
を
お
こ
す
」
ま
た
は
「
願

を
た
つ
」
　
と
表
現
さ
れ
た
。

大
谷
伊
都
子
「
古
典
に
お
け
る
動
詞
『
か
く
』
の
用
法
－
抽
象
事
を
表
す
語
と
の
結
び
つ
き
か
ら
－
」

（
『
語
文
』
第
四
十
六
韓
、
一
九
八
五
二
二
、
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
編
）

拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
類
義
動
詞
句
『
願
ヲ
発
ス
』
と
『
願
ヲ
立
ツ
』
と
の
対
立
に
つ
い
て
」

（
『
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
』
第
十
三
号
、
一
九
九
六
・
三
）

（
2
）
　
管
見
に
入
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
次
な
ど
が
あ
る
。

松
本
宙
「
中
世
に
お
け
る
慣
用
句
類
型
表
現
の
変
容
」
（
佐
藤
喜
代
治
編
『
国
語
論
究
』
第
一
集
（
語
彙
の
研
究
）
、
一
九
八
六
・
五
、
明
治
書
院
）

ヨ

ル

　

ヒ

ル

　

ナ

　

　

　

　

　

ヨ

　

ヒ

　

ッ

拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
類
義
動
詞
句
『
夜
ヲ
昼
二
成
ス
』
と
『
夜
ヲ
日
二
継
グ
』
と
の
交
替
に
つ
い
て
」

（
『
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
』
第
十
四
号
、
一
九
九
七
・
三
）

（
3
）
　
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
（
一
九
二
、
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
）
、
水
原
一
『
平
家
物
語
の
形
成
』
（
一
九
七
一
、
加
藤
中
道
館
）
、
同
『
延

慶
本
平
家
物
語
論
考
』
　
（
一
九
七
九
、
加
藤
中
道
館
）
　
な
ど
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
注
（
3
）
文
献
。

（
5
）
　
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
延
慶
本
は
延
慶
二
二
二
年
（
一
三
〇
九
二
三
一
〇
）
成
立
、
覚
一
本
は
応
安
四
年
（
二
二
七
一
）
成
立
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

（
6
）
　
「
　
－
　
メ
こ
ア
フ
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
に
通
ず
る
用
法
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
が
、
漢
文
訓
読
文
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
本
来
的
に
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
と
し
て
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
直
接
的
に
漢
文
訓
読
文
か
ら
取

り
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
確
証
を
提
示
で
き
な
い
。

レ

　

テ

○
昔
我
作
何
罪
与
週
此
草
　
（
前
田
本
『
三
宝
絵
』
上
巻
、
一
七
オ
③
）

望
ロ
レ
昔
シ
何
㌣
罪
ヲ
造
テ
今
此
ノ
苦
宝
剣
㍊
ナ
（
観
智
院
本
『
三
宝
絵
』
上
巻
、
三
七
ウ
②
）



（
7
）
　
こ
の
こ
と
は
、
次
掲
の
用
例
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

○
お
は
か
た
併
法
い
ま
た
候
は
さ
り
し
時
、
天
竺
・
震
旦
・
日
本
に
を
の
く
賢
王
聖
王
お
は
し
ま
し
て
、
世
の
中
め
て
た
く
、
一
切
諸
人
た
の
し

く
候
き
、
君
も
碧
詐
長
遠
に
て
、
百
姓
万
民
の
父
と
な
り
母
と
な
ら
せ
給
候
き
、
す
な
は
ち
三
皇
五
帝
と
て
、
尭
舜
の
君
も
、
悌
法
巳
前
の
人
に

て
お
は
し
ま
し
候
し
そ
か
し
、
さ
候
へ
は
、
無
量
億
劫
に
も
あ
ひ
か
た
き
三
賓
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
得
分
、
た
～
後
生
を
い
の
り
て
、
三
界
の
火

宅
を
出
て
、
生
死
の
心
引
剖
叫
の
み
く
り
返
し
ノ
＼
劃
叫
催
事
を
ま
ぬ
か
れ
て
、
悌
果
菩
提
に
と
く
ノ
＼
い
た
ら
む
と
い
ふ
折
を
、
君
も
臣
も
心

に
か
け
さ
せ
給
へ
き
に
て
候
と
そ
貿
候
、
　
（
「
文
覚
上
人
意
見
状
（
正
治
二
年
正
月
十
日
）
」
、
『
吾
妻
鏡
』
正
治
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）

右
の
例
は
、
文
覚
上
人
が
鎌
倉
左
衛
門
督
源
頼
家
に
宛
て
た
意
見
状
の
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
調
査
に
お
け
る
最
も
早
い
時
期

の
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
文
献
上
に
現
れ
た
最
も
早
い
時
期
に
属
す
る
用
例
が
、
和
文
体
・
漢
文
訓
読
文
体
等
の
諸
要
素
が
混
在
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
文
章
中
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
注
目
に
催
し
ょ
う
。

（
8
）
　
拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
（
剃
髪
）
を
表
す
煩
義
動
詞
句
の
変
遷
に
つ
い
て
」

（
『
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
』
第
十
五
号
、
一
九
九
八
二
二
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
十
四
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
（
平
成
元
年
八
月
十
二
日
、
広
島
大
学
）
な
ら
び
に
第
六
十
八
回
訓
点
語
学
会
（
平
成
五
年
五
月
二

十
一
日
、
京
大
会
館
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
小
林
芳
規
先
生
に
は
、
口
頭
発
表
の
段
階
か
ら
懇
切
な
御
指
導
を
賜

っ
た
。
そ
の
学
恩
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

中
世
に
お
け
る
動
詞
句
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察




